
2016.10.10 友の会だより ＮＯ．63 友の会だより ＮＯ．63 2016.10.10１

発 行 江 戸 川 健 康 友 の 会
134-0085 江戸川区南葛西２－１２－１

電話・5679-7 13 0 FAX・5679-7131

http://Kenkotomonokai.sakura.ne.jp

郵便振替口座番号：00170-8-393711

2016年 10月10日 第63号

８

※休診日は日曜・祭日・年末年始
夏休み（８月で一ヶ月前から掲示）です。

新小岩診療所・診療案内
江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内
江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 和泉祐一 松村所長

注②
診療受付
10:30～
12:30
内科診療

関口康宣

第1.3.5
松村所長
第2.4
工藤恵子

午後
14時～16時30分

注①
予約外来
松村所長

注①
予約外来
松村所長

休診
（訪問診察）

注①
予約外来
松村所長

当面休診 休診

夜間
18時～19時30分

休診 松村所長 休診 松村所長 休診 休診

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～
12時30分

田村倫朗
(内科)

田村倫朗
(内科)

佐藤 望
(内科・神経内科)

田村倫朗
(健康診断)

田村倫朗

(内科)
恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)
江花有亮

第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村倫朗
(内科)
福島 琢
(訪問診療)

外来休診

田村倫朗
(訪問診療)

大内修司
(内科・糖尿病)
佐野裕之
(訪問診療)

田村倫朗
(内科)

外来休診

休診田村倫朗
(訪問診療)

夜間
18時～20時

休診
田村倫朗
(内科)

大倉哲朗
(内科外科)

休診
田村倫朗
(内科)

休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村 元田

午後
14時～17時

高野所長 高野所長
訪問診療

高野所長
訪問診療

休診
高野 小川

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
→

セブンイレブン

釣
具
上
州
屋

←公園

葛
西
み
な
み
高
校
入
口

環
七
通
り

環
七
通
り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

↑
バスターミナル

ローソン↓

新小岩駅

↑

新
小
岩
診
療
所

平
和
橋
通
り

新
小
岩
一
丁
目

↓

ル
ミ
エ
ー
ル
商
店
街

松島通り

交
番

パーマ→

今井街道

一之
江駅

浦安方面→

市川方面→

本八
幡方
面→

あ
れ
か
ら
一
年

戦
争
法
強

行
か
ら
一
年
、
９
月
19
日
の
国

会
前
行
動
に
友
の
会
か
ら
17
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
降
り
続
く

雨
に
「
一
年
前
の
こ
の
日
も
雨

だ
っ
た
ね
」
「
そ
う
、
よ
く
覚
え

て
る
よ
」
な
ど
と
言
い
な
が
ら
、

議
事
堂
左
手
前
の
公
園
に
着
き

ま
し
た
。

開
会
前
に

『w
e

shallover
com

e

』
の
歌
が
流
れ
て
い
て
、

決
し
て
あ
き
ら
め
な
い
と
い
う

気
持
ち
が
会
場
に
み
な
ぎ
っ
て

い
ま
し
た
。
ゼ
ッ
ケ
ン
に
は

「
戦
争
法
廃
止
」
、
傘
の
列
が
歩

道
を
埋
め
て
い
き
ま
す
。

開
会

３
時
30
分
、
元
気
な

女
性
の
力
強
い
コ
ー
ル
で
開
会
。

戦
争
す
る
国
絶
対
反
対
！

戦

争
法
は
必
ず
廃
止
！

憲
法
守

ろ
う
命
が
大
事
！

九
条
守
ろ

う
平
和
が
一
番
！

辺
野
古
新

基
地
絶
対
反
対
！
…
。

発
言

岡
田
元
代
表
「
一
年

た
っ
て
も
違
憲
は
違
憲
。
戦
争

法
廃
止
が
国
会
の
仕
事
」
、
志
位

委
員
長
「
参
院
選
11
選
挙
区
当

選
は
野
党
と
市
民
の
勝
利
。
総

選
挙
で
も
共
闘
の
発
展
を
」
、
福

島
副
党
首
「
高
江
は
今
無
法
状

態
。
違
憲
の
法
律
は
廃
止
し
か

な
い
」
、
実
行
委
員
会
「
現
在
全

国
４
百
数
十
か
所
で
行
動
中
」
、

憲
法
共
同
セ
ン
タ
ー
「
昨
年
は

〈
野
党
は
共
闘
〉
今
年
は
〈
本
気

で
共
闘
〉
の
声
を
」
、
元
シ
ー
ル

ズ
「
憲
法
は
ま
だ
死
ん
で
い
な

い
。
ぼ
く
ら
は
あ
き
ら
め
な
い
」

元
自
衛
官
「
南
ス
ー
ダ
ン
は
危

険
。
安
倍
は
辺
野
古
の
こ
と
で

米
と
交
渉
せ
よ
。
平
和
外
交
に

知
恵
を
絞
れ
」
…
。
岩
手
の
木

戸
口
議
員
、
マ
マ
の
会
、
日
弁

連
、
立
憲
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
会

な
ど
の
発
言
も
続
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
そ
う
だ
ッ
！
」

の
声
々
。
傘
を
持
つ
手
で
拍
手

が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
再
び
２
３
０
０
０
人

の
コ
ー
ル
が
響
き
渡
っ
て
５
時

ご
ろ
閉
会
し
ま
し
た
。

決
意
新
た
に

現
在
、
南
ス
ー

ダ
ン
へ
の
自
衛
隊
派
遣
、
辺
野

古
新
基
地
反
対
の
民
意
に
対
す

る
不
当
判
決
、
高
江
ヘ
リ
パ
ッ

ト
基
地
の
工
事
強
行
な
ど
緊
迫

し
た
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

一
年
経
っ
て
今
も
な
お
市
民

の
怒
り
は
持
続
し
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
全
国
的
な
運
動

も
衰
え
て
い
な
い
し
、
み
ん
な

総
選
挙
に
向
け
て
野
党
の
共
闘

を
望
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
日
は

こ
こ
に
確
信
を
も
っ
て
、
ね
ば

り
強
い
新
た
な
た
た
か
い
を
決

意
し
た
全
国
行
動
と
な
り
ま
し

た
。

（
小
林
）

注① 月・火・木の午後は予約外来となっていますが、ご予約のない方も受診
いただけます。（予約優先）

注② 木曜日9:00～10:30は健康診断専用時間です。
内科受診の希望者は10:30～12:30の間にお越しください。

〝
戦
争
す
る
国
〞
絶
対
反
対
！

雨
を
つ
い
て
２
万
３
０
０
０
人
の
大
コ
ー
ル

決意新たに 国会前に立つ
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どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手

帳があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、

お薬を有効に、安全に使用

していただく手助けにな

るのです。

なぎさ薬局
TEL03-5679-7137／ FAX03-5679-7138

スティーブンス・ジョンソン症候群（SJS）

は薬疹の一種です。（前号よりのつづき）

Ｑ：どうすれば防げるのでしょうか？

Ａ：ＳＪＳの発症を防ぐことはできませんが、

早期発見により重症化を防ぐことはできま

す。特に市販薬では、ご自身が早期発見し

なくてはなりません。そのため、以下の初

期症状に注意してください。

高熱、目の充血、めやに、まぶたの腫

れ、唇や陰部のただれ、排尿・排便時の痛

み、のどの痛み、皮膚の広い範囲が赤くな

るなどの症状が続いたり急に悪化する場合

には、直ちに服用を中止して医師や薬剤師

に連絡してください。

特に目の症状が出た場合、全身症状が回

復した後も、視力障害やドライアイなどの

後遺症が残ることがあります。後遺症を防

ぐには、早期の対応がポイントになりま

す。

薬を服用した後に発疹を経験された方

は、多くいらっしゃると思います。医薬品

は病気の治療や予防に有効ですが、体に

とっては異物です。前述の症状に限らず、

薬を服用した際に急な体調の変化がありま

したら、服用を中止しすぐに医師や薬剤師

に連絡してください。

機関誌「いつでも元気」より転載

編
集
後
記

マ
グ
ロ
で
有
名
な
青
森
県
大
間
町
。
現
在

「
大
間
原
発
」
が
建
設
中
で
す
。
福
島
原
発

事
故
の
あ
と
、
政
府
の
新
規
制
基
準
で
工

事
が
中
断
し
て
い
ま
す
。
こ
の
原
発
敷
地

内
の
ど
真
中
に
あ
る
未
買
収
地
に
「
あ
さ

こ
ハ
ウ
ス
」
が
あ
り
ま
す
▼
２
０
０
６
年

に
亡
く
な
っ
た
熊
谷
あ
さ
こ
さ
ん
が
、
原

発
建
設
に
反
対
し
て
、
「
こ
の
豊
か
な
海
と

自
然
を
残
し
た
い
」
と
し
て
、
全
国
の
支

援
者
と
共
に
、
太
陽
光
・
風
力
の
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
た
「
あ
さ
こ
ハ
ウ
ス
」

を
建
て
た
の
で
す
。
炉
心
か
ら
２
５
０

メ
ー
ト
ル
し
か
は
な
れ
て
い
な
い
「
あ
さ

こ
ハ
ウ
ス
」
を
、
現
在
は
娘
の
小
笠
原
厚

子
さ
ん
が
母
の
遺
志
を
継
い
で
守
っ
て
い

ま
す
▼
江
戸
川
健
康
友
の
会
々
員
の
永
井

菊
子
さ
ん
は
「
あ
さ
こ
ハ
ウ
ス
」
を
支
援

し
よ
う
と
、
海
藻
類
を
と
り
よ
せ
て
購
入

を
訴
え
て
い
ま
す
。

（
黒
木
）

天
然
わ
か
め
２
０
０
円

ひ
じ
き
‣ふ
の
リ
‣
根
こ
ん
ぶ
３
０
０
円

○
永
井
菊
子
さ
ん

電
話
・
３
６
５
８
‐
０
８
０
７

役立つ健康メモ 43 薬の話⑪

スティーブンス・ジョンソン
症候群とは（下）

江
東
・
足
立
・
港
な
ど
の
参
加
者

と
も
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

《
分
科
会
》
参
加
感
想

た
ま
り
場
・
居
場
所
づ
く
り
の

実
践
交
流

江
戸
川

桜
井
和
代

全
国
各
地
で
実
践
さ
れ
て
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
「
居
場
所
作
り
」
活

動
。
話
が
で
き
る
相
手
が
い
る
。

こ
こ
に
い
て
い
い
と
感
じ
ら
れ
る
。

困
っ
た
時
に
助
け
て
と
言
え
る
…
。

人
が
集
ま
る
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、
な
に
よ
り
楽
し
い
場
所
が

あ
る
と
い
う
こ
と
が
キ
ー
ワ
ー
ド

の
よ
う
で
す
。
確
か
に
、
自
分
が

楽
し
け
れ
ば
、
口
コ
ミ
で
仲
間
を

誘
っ
て
く
る
…
。

た
ま
り
場
に
常
駐
者
が
い
て
定

期
的
に
い
つ
で
も
開
い
て
い
る

（
週
６
日
開
設
17
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
で
対
応
の
所
も
！
）

会
員
の
要
求
に
応
じ
た
様
々
な
メ

ニ
ュ
ー
、
小
中
学
生
の
勉
強
会
、

高
齢
者
と
子
ど
も
の
ふ
れ
あ
い
の

場
所
、
と
な
っ
て
い
る
等
々
興
味

の
あ
る
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。

触
れ
合
え
ば
つ
な
が
る
。
様
々

な
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
自
分

が
主
体
者
に
な
れ
る
。
江
戸
川
健

康
友
の
会
も
様
々
な
サ
ー
ク
ル
メ

ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま
す
。
一
之
江
セ

ン
タ
ー
に
是
非
一
度
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

活
動
の
工
夫
や
つ
な
が
り
で

南
葛
西

黒
木
武
義

「
共
同
組
織
を
強
く
大
き
く
す
る

と
り
く
み
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

仲
間
ふ
や
し
目
標
の
設
定
や
サ
ー

ク
ル
な
ど
、
活
動
の
工
夫
や
つ
な

が
り
を
生
か
し
た
経
験
、
職
員
連

携
、
活
発
な
支
部
活
動
９
本
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

10
数
年
ぶ
り
に
目
標
を
達
成
し

た
足
立
友
の
会
は
、
「
職
員
と
の
共

同
が
課
題
だ
っ
た
」
。
具
体
的
な
行

動
を
計
画
し
、
職
場
に
伝
え
、
職

員
と
一
緒
に
拡
大
活
動
に
と
り
く

み
ま
し
た
。
２
０
１
２
年
か
ら
４

年
連
続
で
目
標
を
達
成
し
た
東
京
・

城
南
保
健
生
協
の
報
告
も
、
会
員

自
身
が
目
標
を
達
成
し
た
こ
と
で

や
り
き
る
機
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。

一
度
成
功
す
る
こ
と
で
「
次
も
が

ん
ば
ろ
う
」
と
好
循
環
が
生
ま
れ
、

連
続
達
成
に
つ
な
が
っ
た
」
と
発

表
者
が
秘
訣
を
強
調
し
ま
し
た
。

神
奈
川
北
央
医
療
生
協
の
「
折

り
紙
教
室
」
は
、
手
や
頭
だ
け
で

な
く
、
口
の
体
操
に
も
な
る
、
と

大
好
評
で
、
仲
間
ふ
や
し
。
「
ど
な

た
で
も
ご
一
緒
に
」
を
合
言
葉
に

花
見
や
月
見
と
い
っ
た
季
節
の
行

事
で
仲
間
を
ふ
や
し
て
い
る
石
川

友
の
会
の
活
動
な
ど
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

認
知
度
が
高
ま
る
友
の
会
に

臨
海
町

森
岡
糸
子

「
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま

ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
」
で
は
友

の
会
活
動
が
地
域
に
認
知
さ
れ
、

地
域
の
役
に
立
ち
、
頼
り
に
さ
れ

て
い
る
経
験
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

石
川
県
の
あ
る
友
の
会
で
は
地

域
サ
ポ
ー
ト
施
設
「
と
も
だ
ち
村
」

を
会
員
の
自
主
運
営
で
月
４
回
開

き
、
お
し
ゃ
べ
り
、
相
談
、
食
事

会
を
開
催
。
サ
ー
ク
ル
活
動
も
活

発
。
た
ま
り
場
と
生
き
が
い
づ
く

り
に
役
立
ち
、
５
軒
に
１
軒
が
友

の
会
の
会
員
で
、
地
域
の
認
知
度

が
高
ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

東
京
の
城
南
保
健
生
協
で
は
診

療
所
の
一
角
を
利
用
し
、
「
よ
ろ
ず

相
談
」
を
行
い
、
年
間
３
０
０
件

の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
、
地
域
の

「
駆
け
込
み
寺
」
に
な
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。
要
求
が
強
ま
り
、
専
門

家
や
元
区
議
・
元
職
員
な
ど
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
月
〜
土
曜
日
開
催
し

て
い
ま
す
。

地
域
へ
の
浸
透
度
は
ま
だ
ま
だ

で
す
が
、
江
戸
川
友
の
会
も
劣
ら

ぬ
活
動
を
し
て
い
る
と
自
信
に
な

り
ま
し
た
。

全
日
本
民
医
連
は
９
月
４
〜
５

日
、
第
13
回
共
同
組
織
活
動
交
流

集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
全
国
各

地
の
健
康
友
の
会
、
医
療
生
協
を

は
じ
め
、
院
所
の
職
員
約
２
０
０

０
人
が
石
川
県
加
賀
市
に
集
ま
り

ま
し
た
。

「
決
め
る
の
は
私
た
ち
、
憲
法
を

い
か
し
平
和
・
人
権
・
環
境
を
守

ろ
う
、
地
域
ま
る
ご
と
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
」

が
テ
ー
マ
。

全
体
集
会
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は

石
川
県
と
輪
島
市
の
無
形
文
化
財

「
御
陣
乗
太
鼓
」
が
登
場
。

基
調
報
告
は
、
参
院
選
で
の
た

た
か
い
を
は
じ
め
、
戦
争
す
る
国

づ
く
り
と
社
会
保
障
の
破
壊
を
ね

ら
う
安
倍
政
権
が
、
沖
縄
・
高
江

ヘ
リ
パ
ッ
ト
建
設
強
行
、
原
発
の

再
稼
働
な
ど
「
か
つ
て
な
い
情
勢

の
中
で
開
催
」
さ
れ
る
こ
と
が
強

調
さ
れ
、
そ
し
て
、
前
回
集
会
か

ら
２
年
間
の
活
動
を
振
り
返
り

「
歴
史
に
残
る
大
き
な
転
換
の
時

代
、
共
同
組
織
の
輪
を
強
め
、
豊

か
な
地
域
と
社
会
を
つ
く
る
主
人

公
に
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
台

風
被
害
カ
ン
パ
も
40
万
円
集
ま
り

ま
し
た
。

江
戸
川
健
康
友
の
会
か
ら
、
３

名
の
代
表
が
参
加
し
ま
し
た
。

地
域
に
ね
ざ
す
共
同
組
織

悩
み
、工
夫
、経
験
を
交
流

全
国
か
ら
２
０
０
０
人
が
参
加

13回共同組織
活動交流集会



西
葛
西

飯
島
新
二

「
沖
縄
の
た
た
か
い
に
学
び
連

帯
す
る
た
め
に
」
の
分
科
会
に
出

席
し
ま
し
た
。
新
基
地
建
設
反
対

共
同
セ
ン
タ
ー
の
方
が
ス
ラ
イ
ド

を
使
っ
て
沖
縄
の
た
た
か
い
を
説

明
さ
れ
ま
し
た
。
銃
剣
と
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
で
有
無
を
言
わ
さ
ず
土
地
を

奪
っ
た
ア
メ
リ
カ
軍
の
行
為
に
最

初
に
反
対
の
声
を
あ
げ
た
の
は
10

人
の
お
じ
い
、
お
ば
あ
だ
っ
た
こ

と
。
ア
メ
リ
カ
海
兵
隊
の
基
地
内

生
活
の
一
部
が
話
さ

れ
ま
し
た
。
ま
ず
入

隊
す
る
と
俗
世
界
か

ら
切
り
は
な
す
こ
と

か
ら
始
め
ら
れ
、
着

て
い
る
も
の
は
全
部

ぬ
が
さ
れ
、
下
着
か

ら
制
服
ま
で
支
給
品

で
統
一
さ
れ
る
。
全

員
に
あ
だ
名
が
つ
け

ら
れ
本
名
で
呼
ば
な

い
。
銃
や
手
り
ゅ
う

弾
の
使
い
方
、
ナ
イ

フ
や
素
手
で
い
か
に

人
間
を
倒
す
か
、
す

べ
て
人
を
殺
す
訓
練

と
の
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
米
兵
が

訓
練
を
終
え
て
沖
縄
の
街
に
女
を

求
め
て
遊
び
に
出
る
。
海
兵
隊
の

恐
ろ
し
さ
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
る
よ

う
な
思
い
で
し
た
。

南
葛
西

黒
木
武
義

「
住
民
主
体
の
地
域
包
括
ケ
ア

づ
く
り
」
の
分
科
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
地
域
包
括
ケ
ア
と
は
「
高

齢
者
が
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た

地
域
で
そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ

て
自
立
し
た
日
常
生
活
が
送
れ
る

よ
う
医
療
・
介
護
、
住
ま
い
で
支

援
が
包
括
的
に
確
保
さ
れ
る
体
制
」

と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

〝
社
会
的
な
介
護
〞
を
強
調
し
て

始
ま
っ
た
介
護
保
険
は
15
年
を
経

過
し
ま
し
た
。
結
局
は
お
金
が
な

け
れ
ば
サ
ー
ビ
ス
は
受
け
ら
れ
ず

在
宅
生
活
は
困
難
と
な
り
「
自
助
」

努
力
を
国
民
に
求
め
る
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
住
民
が
真
に
求
め
る

医
療
・
介
護
、
住
ま
い
な
ど
、
日

常
の
支
援
体
制
を
ど
の
よ
う
に
つ

く
っ
て
い
く
の
か
、
友
の
会
活
動

に
お
け
る
包
括
ケ
ア
づ
く
り
の
と

り
く
み
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

西
葛
西

石
井
う
た

「
原
発
を
く
り
か
え
し
て
な
ら
な

い
、
原
発
被
災
地
福
島
か
ら
の
報

告
」
に
参
加
し
た
。

原
発
廃
炉
ま
で
30
〜
40
年
と
言

わ
れ
る
な
か
、
事
故
か
ら
５
年
た
っ

て
も
他
県
で
暮
ら
す
人
９
万
人
。

避
難
解
除
と
言
わ
れ
て
も
故
郷
に

帰
っ
た
人
は
ま
だ
ま
だ
少
な
く
、

除
染
作
業
員
が
住
む
な
ど
し
て
、

町
が
変
容
し
て
い
る
。
ま
た
、
県

立
高
校
は
８
校
中
５
校
が
休
校
と

い
う
の
が
現
実
。
し
か
し
、
声
を

あ
げ
な
け
れ
ば
「
棄
村
」
「
棄
民
」

に
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
原
発
事

故
被
害
訴
訟
を
行
っ
て
い
る
。

原
発
を
推
進
し
て
い
る
勢
力
は
、

歴
史
的
に
核
抑
止
論
勢
力
で
憲
法

「
改
正
」
勢
力
と
重
な
っ
て
い
る
。

原
発
を
な
く
す
運
動
は
、
核
廃

絶
運
動
と
憲
法
９
条
を
守
る
運
動

な
ど
国
民
の
生
命
、
安
全
を
守
る

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
と
な
っ
て
い
る

こ
と
に
確
信
を
も
っ
て
、
運
動
を

支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
。
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友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月
20
日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

▼
俳
句

江
戸
川

長
沢

常
良

野
ざ
ら
し
の
大
仏
さ
ま
に
燈
の
涼
し

三
線
の
工
房
に
来
て
居
待
月

起
重
機
も
横
に
倒
さ
れ
盆
休

西
一
之
江

永
井

嶽

買
っ
て
来
し
南
瓜
に
戰
後
の
食
思
ふ

父
母
に
無
精
を
謝
し
つ
墓
洗
ふ

幼
児
の
昼
寝
の
し
じ
ま
柿
紅
葉

三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

大
輪
の
向
日
葵
実
る
夏
さ
り
ぬ

銀
色
に
光
る
ス
ス
キ
穂
赤
ト
ン
ボ

ま
だ
鳴
か
ぬ
瓶
の
鈴
虫
絹
衣
装

▼
川
柳

清
新
町

石
川

優

豊
洲
で
は
臭
い
物
へ
の
ふ
た
も
せ
ず

急
い
で
も
梯
子
は
ず
れ
そ
Ｔ
Ｐ
Ｐ

ア
メ
リ
カ
の
嫌
わ
れ
者
と
恥
さ
ら
し

南
葛
西

小
宮
山
鑑
二

新
市
場
土
を
盛
ら
ず
に
汚
水
盛
る

君
の
名
は
ラ
ジ
オ
じ
ゃ
な
い
の
ア
ニ
メ
な
の

寝
屋
川
市
土
曜
休
ま
ず
相
撲
見
る

東
葛
西

新

真

敬
老
の
日
も
て
な
す
こ
と
が
多
か
り
き

嫁
運
転
子
ど
も
道
案
内
で
墓
参
り

敬
老
日
客
が
帰
れ
ば
普
通
食

実
践
的
「
漢
方
薬
」
事
情

聞
い
て
み
て
、
損
は
な
い
こ
と

東
葛
西

新
井

真
一

今
、
リ
ハ
ビ
リ
「
ふ
く
ら
は
ぎ
健

康
セ
ン
タ
ー
」
中
だ
。

こ
の
「
友
の
会
だ
よ
り
」
に
も

「
漢
方
」
の
連
載
が
載
っ
て
い
る
。
私

も
、
左
下
肢
が
は
か
ば
か
し
く
な
い

時
に
、
主
治
医
に
所
望
し
た
。
普
段

は
、
錠
剤
が
つ
い
て
回
っ
て
い
る
。

で
も
、
思
っ
た
よ
り
も
「
漢
方
」
は

安
価
だ
っ
た
。

10

人
の
リ
ハ
ビ
リ
仲
間
の
う
ち
、

５
人
が
「
漢
方
薬
」
の
世
話
に
な
っ

て
い
て
、
そ
の
場
で
出
し
合
う
と
、

偶
然
「
番
号
と
袋
の
色
が
（
今
は
漢

方
で
も
、
番
号
つ
き
…
17
，
62
、
68

と
）
同
じ
だ
。
五
苓
散
・
芍
薬
甘
草

湯
に
合
わ
せ
、
ゴ
レ
イ
サ
ン
、
シ
ャ

ク
ヤ
ク
カ
ン
ソ
ウ
ト
ウ
と
フ
リ
ガ
ナ

つ
き
）
」
。
病
院
は
違
っ
て
も
、
メ
ー

カ
ー
は
同
じ
よ
う
だ
。

一
般
に
、
「
漢
方
薬
」
は
２
週
間
は

飲
み
続
け
る
必
要
が
あ
る
、
と
さ
れ

て
い
る
（
ら
し
い
）
。
リ
ハ
ビ
リ
仲
間

は
、
途
中
で
や
め
、
思
い
出
し
た
よ

う
に
の
み
続
け
る
。
せ
っ
か
く
の
薬

が
元
の
木
阿
弥
。

私
の
場
合
、
リ
ハ
ビ
リ
の
場
所
で

知
り
得
た
「
漢
方
薬
」
を
頼
ん
だ
。

主
治
医
は
、
「
患
者
か
ら
申
し
出
な
け

れ
ば
」
漢
方
は
出
さ
な
い
ら
し
い
。

二
つ
返
事
で
か
え
っ
て
き
た
。
患
部

に
「
漢
方
薬
」
し
か
効
か
な
い
、
と

い
う
こ
と
は
、
あ
ん
ま
り
な
い
ら
し

い
。患

者
か
ら
す
る
と
、
薬
の
算
段
に

な
る
と
き
、
①
自
分
で
申
し
出
る
、

又
は
「
漢
方
」
を
頼
ん
で
み
る
②
な

に
が
効
く
か
は
、
主
治
医
が
決
め
る

③
出
さ
れ
た
も
の
は
２
週
間
は
飲
ん

で
み
る
。
そ
の
際
、
は
じ
め
か
ら
効

く
と
は
思
わ
な
い
。
即
効
性
は
薄

い
。
「
漢
方
」
は
あ
る
程
度
、
体
質
改

善
だ
と
思
う
。
④
３
週
間
〜
２
か
月

を
飲
み
続
け
て
、
体
の
状
態
を
見
て

主
治
医
に
申
し
出
る
等
。

私
は
、
足
の
つ
け
根
か
ら
足
裏
に

か
け
て
痛
ん
だ
の
が
、
一
年
半
、

朝
・
晩
最
低
２
回
で
（
原
則
は
食
前

３
回
）
「
漢
方
」
を
併
用
し
、
今
で
は

膝
か
ら
下
に
痛
み
が
移
動
し
、
軽
く

な
っ
た
。
何
か
、
参
考
に
な
れ
ば
…

と
。

▼
短
歌

西
瑞
江

豊
田

育
子

母
生
ま
れ
し
江
戸
川
の
地
に
僧
と
な
り
し
父
の
一
生
を
思
う
命
日

デ
パ
ー
ト
の
生
鮮
売
場
は
無
国
籍
今
宵
は
カ
ナ
ダ
の
魚
と
会
は
む
か

レ
ッ
ト
パ
ー
ジ
の
会
の
署
名
に
来
る
人
の
今
月
は
ま
だ
か
二
十
日
を
過
ぎ
て

エッセイ

「
安
倍
政
権
は
独
裁
。
国

民
の
意
向
を
無
視
し
、
暴

走
し
て
い
る
。
政
権
に

よ
っ
て
、
国
民
は
危
険
な

橋
を
渡
ら
さ
れ
て
い
る
」

東
京
都
知
事
選
挙
を
た
た

か
っ
た
鳥
越
俊
太
郎
さ
ん

さ
ん
が
第
36
回
日
本
高
齢

者
大
会
で
記
念
講
演
。
暴

走
を
続
け
る
安
倍
政
権
を

舌
鋒
鋭
く
批
判
し
ま
し

た
。映

画
「
ロ
ッ
キ
ー
」
の

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
が
流
れ
る

中
、
鳥
越
さ
ん
が
登
場
。

会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

「
憲
法
70

年
未
来
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
題
し
た

都
知
事
選
の
話
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
「
女
性
候
補
が

一
枚
上
だ
っ
た
。
自
民
党

に
挑
む
姿
を
演
じ
切
り
、

浮
動
票
を
持
っ
て
い
っ

た
」
と
語
り
、
「
風
に
流
さ

れ
、
同
調
し
や
す
い
」
日

本
人
の
国
民
性
・
選
挙
風

土
に
や
ん
わ
り
と
警
鐘
を

鳴
ら
し
ま
し
た
。

安
倍
政
権
に
つ
い
て

は
、
破
た
ん
は
明
白
な

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
や
、

数
々
の
国
会
で
の
悪
法
の

強
行
採
決
な
ど
を
例
に
あ

げ
、
危
険
性
を
分
か
り
や

す
く
話
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
「
立
ち
向
か

い
、
国
会
で
改
憲
勢
力
に

３
分
の
２
を
占
め
さ
せ
な

い
た
め
に
は
、
次
の
選
挙

で
も
野
党
共
闘
を
。
反
安

倍
政
権
で
一
致
す
る
な
ら

ば
手
を
つ
な
ぎ
、
〝
こ
の

道
し
か
な
い
〞
と
言
っ
て

い
る
政
権
（
安
倍
政
権
）

と
は
別
の
道
、
平
和
と
民

主
主
義
の
道
を
行
こ
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。

日
本
高
齢
者
大
会
に
９
０
０
０
人
参
加

暴
走
政
治
に
ス
ト
ッ
プ
を

野
党
は
力
を
合
わ
せ
よ
う

高
齢
者
大
会
で
鳥
越
俊
太
郎
さ
ん
講
演

８
月
28
・
29
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
、
第
30
回
日
本
高
齢
者
大

会
（
９
／
10
号
既
報
）
の
分
科
会
に
参
加
し
た
３
名
の
参
加
者
の

感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

来年の沖縄大会成功をめざし歌う参加者
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楽しく歌って

元気になろう

●毎月第４土曜日

14時～16時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

うたごえ喫茶

いつまでも自分の足

で歩くために

●第２・４木曜日

第１・３火曜日

●13時30分～15時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

健康体操教室

●毎月 第３土曜日

●葛西駅

地下鉄博物館前集合

９:30集合出発

●コースは、参加者

の希望で決めてい

ます。雨天中止。

直接集合場所へ。

楽しく元気になれ

るあなたの居場所

●毎週月曜日

●食事代

コーヒー付600円

●葛西みなみ診療所

５階ホール

楽しく

歌いましょう

●10月21日（金）

13時～16時

●会費：900円

●「居酒屋こうし」

●申込み：

℡.03-3651-2944

囲碁・将棋クラブ 健康づくりウォーキングアミティエコカリナ
サークル

木の音色を

奏でませんか

●第１・３木曜日

10時～12時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●入会、見学いつで

も。直接会場へ。

●毎週 金曜日

14時～16時

●新小岩診療所

３Ｆ会議室

●参加無料です。

みなさんの参

加をお待ちし

ております。

昔
話
で
年
寄
り
か
ら
聞
い
た
話

で
す
。
お
殿
様
が
巡
視
の
お
り
、

山
か
ら
流
れ
る
水
の
為
に
、
底
の

深
い
田
ん
ぼ
で
戸
板
を
使
っ
て
農

作
業
を
し
て
い
る
の
を
見
て
、
戸

板
沢
と
名
付
け
た
部
落
が
あ
り
ま

す
。
私
は
そ
の
地
、
新
潟
県
北
蒲

原
郡
中
浦
村
大
字
戸
板
沢
（
現
在

新
発
田
市
）
で
、
終
戦
の
年
に
次

男
坊
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

東
に
ニ
王
子
山
、
そ
の
奥
に
は

夏
で
も
残
雪
が
望
め
る
飯
豊
山
を

は
る
か
に
眺
め
朝
日
を
拝
み
ま
し

た
。
西
に
は
真
木
山
が
あ
り
ま

す
。
か
つ
て
は
松
茸
が
取
れ
た

が
、
全
国
的
規
模
の
ま
つ
く
い
む

し
の
被
害
で
、
松
茸
が
生
え
な
く

な
り
ま
し
た
。

か
つ
て
は
大
雨
の
つ
ど
太
田
川

の
橋
が
流
さ
れ
、
学
校
に
行
け
ず

自
宅
学
習
を
し
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。農

閑
期
と
な
る
と
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
達
は
、
約
一
里
ほ
ど
離
れ
た
月

岡
温
泉
へ
、
米
や
野
菜
を
持
っ
て

湯
治
に
行
く
の
が
楽
し
み
だ
っ
た

よ
う
で
す
。
農
耕
馬
を
走
ら
せ
る

月
岡
競
馬
へ
兄
に
連
れ
て
行
っ
た

も
ら
っ
た
事
が
あ
り
ま
す
。
大
人

た
ち
の
楽
し
み
で
し
た
。

中
学
卒
業
者
が
金
の
卵
と
言
わ

れ
て
い
た
時
代
で
、
集
団
就
職
で

東
京
に
出
て
か
ら
、
故
郷
一
帯
は

変
わ
り
ま
し
た
。
国
営
太
田
川
改

修
工
事
が
完
成
、
洪
水
の
心
配
な

く
農
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
手
間
の
掛
か
る
コ
シ
ヒ
カ

リ
と
、
奨
励
金
の
出
る
早
場
米
の

生
産
に
励
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、

米
の
輸
入
の
自
由
化
、
米
余
り
、

減
反
政
策
、
米
価
値
下
が
り
の
影

響
で
稲
作
を
大
規
模
農
家
に
委
託

し
て
他
の
仕
事
を
す
る
か
、
会
社

に
勤
め
な
が
ら
の
兼
業
農
家
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。

町
村
合
併
で
豊
浦
町
に
な
っ
て

か
ら
、
新
潟
県
下
最
大
と
言
わ
れ

る
保
育
園
が
２
０
０
０
年
４
月
に

開
設
し
、
07
年
度
の
ク
ラ
ス
は
年

長
・
年
中
・
年
少
組
9
、
幼
児
組

４
（
ゼ
ロ
歳
児
含
む
）
、
合
計
13

ク
ラ
ス
で
定
員
２
７
０
名
。
め
あ

て
と
し
て
、
①
健
康
で
明
る
く
生

活
力
の
あ
る
子
、
②
優
し
さ
、
思

い
や
り
が
あ
り
、
人
を
大
切
に
す

る
子
、
③
自
然
を
愛
し
、
豊
か
な

気
持
ち
を
持
っ
た
子
、
④
思
っ
た

こ
と
・
感
じ
た
こ
と
を
伝
え
あ
え

る
子
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
地

域
と
触
れ
合
う
等
、
楽
し
い
行
事

を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

ゼ
ロ
歳
児
保
育
も
あ
る

県
下
最
大
の
保
育
園
も

さわやか喫茶着物リメイクの会

新潟県

南小岩 菅原 勝晴

着なくなった着物で
洋服や小物づくり

●毎週 金曜日

●10時～15時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●参加無料

お昼持参。

カラオケお楽しみ会小物作りサークル

季節に合わせた小

物を作りましょう

●今月は

10月３日（月）

13時～16時

●参加費：700円

●新小岩診療所

３階会議室

手芸サークル

●毎月第1・2・3

水曜日

13時～16時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●参加無料ですが

作品の実費が必

要です。

一之江センター

毎週火・水・木10時～15

時みなさんの来所をお待

ちしています。

●一之江ハーモラス
第２(土)14～16時
●小物作り
火/水/木 10～15時
●男の時間（木彫り）
第1・3(水)11～15時

●場所:一之江内科４階

「被爆者が訴える核兵器廃絶国際署名」
（ヒバクシャ国際署名）をひろげよう

江戸川健康友の会

いま、世界の大きな流れは、核兵器禁止・廃絶に向かっています。

昨年の国連総会本会議では、核兵器禁止条約をふくむ具体的な措置を

議論する作業部会設置が１３８ヶ国の賛成で採択され、世界の流れは、

核兵器禁止・廃絶の方向で進んでいることが示されました。

いま、被爆者は高齢化しており、医療や介護の必要性はもちろん、

貧困や孤立の困難を抱えていることも多く、生活そのものへの支援が

求められています。何よりも被爆者が心から願う核兵器廃絶「再び被

爆者をつくるな」の訴えに応えていくことが重要です。

こうした立場から「被爆者が訴える核兵器廃絶国際署名」に江戸川

健康友の会としても積極的にとりくんでいきます。

「友の会だより」と共に「署名用紙」を同封しました。ご家族・知人

などに署名をお願いしましょう。

カラオケ好きな方、

一緒に歌いましょう！

●毎月第４水曜日

13時～

●会場 葛西駅前

「歌広場」

●参加費 1000円

カラオケサークル

９
月
18
日
、
前
回
に
引
き
続

き
八
巻
宅
で
、
二
回
目
の
食
事

会
を
兼
ね
た
班
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
参
加
人
数
は
５
名
、
女

性
４
名
で
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ

と
美
味
し
い
手
料
理
を
（
写

真
）
つ
く
り
、
食
事
を
し
な
が

ら
話
を
し
ま
し
た
。

問
題
に
な
っ
て
い
る
豊
洲
市

場
予
定
地
、
都
の
土
壌
汚
染
対

策
工
事
の
い
い
加
減
さ
に

怒
り
の
声
が
。
「
安
保
関

連
法
案
」
が
強
行
採
決
さ

れ
て
、
19

日
で
一
年
…

「
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
日
だ
ね
」
と
話
が
白
熱

し
ま
し
た
。

次
回
は
も
っ
と
周
り
の

人
に
声
を
か
け
、
参
加
者

を
ふ
や
し
、
会
員
も
ふ
や

そ
う
と
話
し
合
い
散
会
し

ま
し
た
。

（
八
卷
）

今回もごちそうがならびました

９
月
23
日
は
第
５
福
竜
丸

の
無
線
長
だ
っ
た
久
保
山
愛

吉
さ
ん
の
命
日
で
す
。
こ
の

日
、
核
兵
器
の
な
い
核
に
た

よ
ら
な
い
平
和
な
社
会
を

願
っ
て
「
第
五
福
竜
丸
の
つ

ど
い
」
が
江
東
区
夢
の
島
展

示
館
で
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。

展
示
館
そ
ば
に
あ
る
久
保

山
さ
ん
の
記
念
碑
に
参
加
者

が
菊
の
花
を
献
花
し
た
後
、

夢
の
島
公
園
内
に
あ
る
「
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
館
」
で
集
会

が
ひ
ら
か
れ
、
東
京
原
水
協

代
表
理
事
の
青
木
桂
子
さ

ん
、
柴
田
桂
馬
さ
ん
が
第
五

福
竜
丸
の
保
存
運
動
に
つ
い

て
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

第
五
福
竜
丸
が
ア
メ
リ
カ

の
水
爆
実
験
で
被
災
し
て
62

年
が
た
ち
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
人
の
思
い
で
保
存
さ
れ
、

第
五
福
竜
丸
展
示
館
開
館
以

来
、
来
館
者
は
５
２
０
万
人

と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
展
示
館
が
オ
ー
プ

ン
し
て
40
年
、
来
年
は
船
の

建
造
70
年
。
展
示
館
を
管
理

す
る
「
平
和
協
会
」
は
、
核

な
き
世
界
へ
と
航
海
す
る
第

五
福
竜
丸
の
船
体
保
存
な
ど

を
す
す
め
る
た
め
の
支
援
を

訴
え
て
い
ま
す
。
本
来
な
ら

ば
都
が
施
設
保
存
費
用
と
し

て
予
算
を
組
む
こ
と
で
す

が
、
「
第
五
福
竜
丸
平
和
協

会
」
へ
の
委
託
管
理
と
し
て

の
予
算
し
か
組
ん
で
い
ま
せ

ん
。
展
示
館
と
船
体
の
劣
化

は
年
々
す
す
み
、
雨
も
り
も

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
核
兵
器

廃
絶
署
名
活
動
な
ど
、
地
域

の
平
和
を
守
る
運
動
の
中

で
、
第
五
福
竜
丸
の
保
存
運

動
を
呼
び
か
け
て
ほ
し
い
…

と
訴
え
て
い
ま
す
。

展
示
館
と
船
体
保
存
が
急
務

第
五
福
竜
丸
の
つ
ど
い
ひ
ら
く

鹿
骨
・
篠
崎
地
域

保存運動の記録を残そうと提案する参加者

船体の保存が急がれる

福竜丸

西葛西 佐藤 敬子



西
葛
西

飯
島
新
二

「
沖
縄
の
た
た
か
い
に
学
び
連

帯
す
る
た
め
に
」
の
分
科
会
に
出

席
し
ま
し
た
。
新
基
地
建
設
反
対

共
同
セ
ン
タ
ー
の
方
が
ス
ラ
イ
ド

を
使
っ
て
沖
縄
の
た
た
か
い
を
説

明
さ
れ
ま
し
た
。
銃
剣
と
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
で
有
無
を
言
わ
さ
ず
土
地
を

奪
っ
た
ア
メ
リ
カ
軍
の
行
為
に
最

初
に
反
対
の
声
を
あ
げ
た
の
は
10

人
の
お
じ
い
、
お
ば
あ
だ
っ
た
こ

と
。
ア
メ
リ
カ
海
兵
隊
の
基
地
内

生
活
の
一
部
が
話
さ

れ
ま
し
た
。
ま
ず
入

隊
す
る
と
俗
世
界
か

ら
切
り
は
な
す
こ
と

か
ら
始
め
ら
れ
、
着

て
い
る
も
の
は
全
部

ぬ
が
さ
れ
、
下
着
か

ら
制
服
ま
で
支
給
品

で
統
一
さ
れ
る
。
全

員
に
あ
だ
名
が
つ
け

ら
れ
本
名
で
呼
ば
な

い
。
銃
や
手
り
ゅ
う

弾
の
使
い
方
、
ナ
イ

フ
や
素
手
で
い
か
に

人
間
を
倒
す
か
、
す

べ
て
人
を
殺
す
訓
練

と
の
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
米
兵
が

訓
練
を
終
え
て
沖
縄
の
街
に
女
を

求
め
て
遊
び
に
出
る
。
海
兵
隊
の

恐
ろ
し
さ
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
る
よ

う
な
思
い
で
し
た
。

南
葛
西

黒
木
武
義

「
住
民
主
体
の
地
域
包
括
ケ
ア

づ
く
り
」
の
分
科
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
地
域
包
括
ケ
ア
と
は
「
高

齢
者
が
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た

地
域
で
そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ

て
自
立
し
た
日
常
生
活
が
送
れ
る

よ
う
医
療
・
介
護
、
住
ま
い
で
支

援
が
包
括
的
に
確
保
さ
れ
る
体
制
」

と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

〝
社
会
的
な
介
護
〞
を
強
調
し
て

始
ま
っ
た
介
護
保
険
は
15
年
を
経

過
し
ま
し
た
。
結
局
は
お
金
が
な

け
れ
ば
サ
ー
ビ
ス
は
受
け
ら
れ
ず

在
宅
生
活
は
困
難
と
な
り
「
自
助
」

努
力
を
国
民
に
求
め
る
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
住
民
が
真
に
求
め
る

医
療
・
介
護
、
住
ま
い
な
ど
、
日

常
の
支
援
体
制
を
ど
の
よ
う
に
つ

く
っ
て
い
く
の
か
、
友
の
会
活
動

に
お
け
る
包
括
ケ
ア
づ
く
り
の
と

り
く
み
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

西
葛
西

石
井
う
た

「
原
発
を
く
り
か
え
し
て
な
ら
な

い
、
原
発
被
災
地
福
島
か
ら
の
報

告
」
に
参
加
し
た
。

原
発
廃
炉
ま
で
30
〜
40
年
と
言

わ
れ
る
な
か
、
事
故
か
ら
５
年
た
っ

て
も
他
県
で
暮
ら
す
人
９
万
人
。

避
難
解
除
と
言
わ
れ
て
も
故
郷
に

帰
っ
た
人
は
ま
だ
ま
だ
少
な
く
、

除
染
作
業
員
が
住
む
な
ど
し
て
、

町
が
変
容
し
て
い
る
。
ま
た
、
県

立
高
校
は
８
校
中
５
校
が
休
校
と

い
う
の
が
現
実
。
し
か
し
、
声
を

あ
げ
な
け
れ
ば
「
棄
村
」
「
棄
民
」

に
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
原
発
事

故
被
害
訴
訟
を
行
っ
て
い
る
。

原
発
を
推
進
し
て
い
る
勢
力
は
、

歴
史
的
に
核
抑
止
論
勢
力
で
憲
法

「
改
正
」
勢
力
と
重
な
っ
て
い
る
。

原
発
を
な
く
す
運
動
は
、
核
廃

絶
運
動
と
憲
法
９
条
を
守
る
運
動

な
ど
国
民
の
生
命
、
安
全
を
守
る

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
と
な
っ
て
い
る

こ
と
に
確
信
を
も
っ
て
、
運
動
を

支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
。

2016.10.10 友の会だより ＮＯ．63 友の会だより ＮＯ．63 2016.10.10３ ６

友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月
20
日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

▼
俳
句

江
戸
川

長
沢

常
良

野
ざ
ら
し
の
大
仏
さ
ま
に
燈
の
涼
し

三
線
の
工
房
に
来
て
居
待
月

起
重
機
も
横
に
倒
さ
れ
盆
休

西
一
之
江

永
井

嶽

買
っ
て
来
し
南
瓜
に
戰
後
の
食
思
ふ

父
母
に
無
精
を
謝
し
つ
墓
洗
ふ

幼
児
の
昼
寝
の
し
じ
ま
柿
紅
葉

三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

大
輪
の
向
日
葵
実
る
夏
さ
り
ぬ

銀
色
に
光
る
ス
ス
キ
穂
赤
ト
ン
ボ

ま
だ
鳴
か
ぬ
瓶
の
鈴
虫
絹
衣
装

▼
川
柳

清
新
町

石
川

優

豊
洲
で
は
臭
い
物
へ
の
ふ
た
も
せ
ず

急
い
で
も
梯
子
は
ず
れ
そ
Ｔ
Ｐ
Ｐ

ア
メ
リ
カ
の
嫌
わ
れ
者
と
恥
さ
ら
し

南
葛
西

小
宮
山
鑑
二

新
市
場
土
を
盛
ら
ず
に
汚
水
盛
る

君
の
名
は
ラ
ジ
オ
じ
ゃ
な
い
の
ア
ニ
メ
な
の

寝
屋
川
市
土
曜
休
ま
ず
相
撲
見
る

東
葛
西

新

真

敬
老
の
日
も
て
な
す
こ
と
が
多
か
り
き

嫁
運
転
子
ど
も
道
案
内
で
墓
参
り

敬
老
日
客
が
帰
れ
ば
普
通
食

実
践
的
「
漢
方
薬
」
事
情

聞
い
て
み
て
、
損
は
な
い
こ
と

東
葛
西

新
井

真
一

今
、
リ
ハ
ビ
リ
「
ふ
く
ら
は
ぎ
健

康
セ
ン
タ
ー
」
中
だ
。

こ
の
「
友
の
会
だ
よ
り
」
に
も

「
漢
方
」
の
連
載
が
載
っ
て
い
る
。
私

も
、
左
下
肢
が
は
か
ば
か
し
く
な
い

時
に
、
主
治
医
に
所
望
し
た
。
普
段

は
、
錠
剤
が
つ
い
て
回
っ
て
い
る
。

で
も
、
思
っ
た
よ
り
も
「
漢
方
」
は

安
価
だ
っ
た
。

10

人
の
リ
ハ
ビ
リ
仲
間
の
う
ち
、

５
人
が
「
漢
方
薬
」
の
世
話
に
な
っ

て
い
て
、
そ
の
場
で
出
し
合
う
と
、

偶
然
「
番
号
と
袋
の
色
が
（
今
は
漢

方
で
も
、
番
号
つ
き
…
17
，
62
、
68

と
）
同
じ
だ
。
五
苓
散
・
芍
薬
甘
草

湯
に
合
わ
せ
、
ゴ
レ
イ
サ
ン
、
シ
ャ

ク
ヤ
ク
カ
ン
ソ
ウ
ト
ウ
と
フ
リ
ガ
ナ

つ
き
）
」
。
病
院
は
違
っ
て
も
、
メ
ー

カ
ー
は
同
じ
よ
う
だ
。

一
般
に
、
「
漢
方
薬
」
は
２
週
間
は

飲
み
続
け
る
必
要
が
あ
る
、
と
さ
れ

て
い
る
（
ら
し
い
）
。
リ
ハ
ビ
リ
仲
間

は
、
途
中
で
や
め
、
思
い
出
し
た
よ

う
に
の
み
続
け
る
。
せ
っ
か
く
の
薬

が
元
の
木
阿
弥
。

私
の
場
合
、
リ
ハ
ビ
リ
の
場
所
で

知
り
得
た
「
漢
方
薬
」
を
頼
ん
だ
。

主
治
医
は
、
「
患
者
か
ら
申
し
出
な
け

れ
ば
」
漢
方
は
出
さ
な
い
ら
し
い
。

二
つ
返
事
で
か
え
っ
て
き
た
。
患
部

に
「
漢
方
薬
」
し
か
効
か
な
い
、
と

い
う
こ
と
は
、
あ
ん
ま
り
な
い
ら
し

い
。患

者
か
ら
す
る
と
、
薬
の
算
段
に

な
る
と
き
、
①
自
分
で
申
し
出
る
、

又
は
「
漢
方
」
を
頼
ん
で
み
る
②
な

に
が
効
く
か
は
、
主
治
医
が
決
め
る

③
出
さ
れ
た
も
の
は
２
週
間
は
飲
ん

で
み
る
。
そ
の
際
、
は
じ
め
か
ら
効

く
と
は
思
わ
な
い
。
即
効
性
は
薄

い
。
「
漢
方
」
は
あ
る
程
度
、
体
質
改

善
だ
と
思
う
。
④
３
週
間
〜
２
か
月

を
飲
み
続
け
て
、
体
の
状
態
を
見
て

主
治
医
に
申
し
出
る
等
。

私
は
、
足
の
つ
け
根
か
ら
足
裏
に

か
け
て
痛
ん
だ
の
が
、
一
年
半
、

朝
・
晩
最
低
２
回
で
（
原
則
は
食
前

３
回
）
「
漢
方
」
を
併
用
し
、
今
で
は

膝
か
ら
下
に
痛
み
が
移
動
し
、
軽
く

な
っ
た
。
何
か
、
参
考
に
な
れ
ば
…

と
。

▼
短
歌

西
瑞
江

豊
田

育
子

母
生
ま
れ
し
江
戸
川
の
地
に
僧
と
な
り
し
父
の
一
生
を
思
う
命
日

デ
パ
ー
ト
の
生
鮮
売
場
は
無
国
籍
今
宵
は
カ
ナ
ダ
の
魚
と
会
は
む
か

レ
ッ
ト
パ
ー
ジ
の
会
の
署
名
に
来
る
人
の
今
月
は
ま
だ
か
二
十
日
を
過
ぎ
て

エッセイ

「
安
倍
政
権
は
独
裁
。
国

民
の
意
向
を
無
視
し
、
暴

走
し
て
い
る
。
政
権
に

よ
っ
て
、
国
民
は
危
険
な

橋
を
渡
ら
さ
れ
て
い
る
」

東
京
都
知
事
選
挙
を
た
た

か
っ
た
鳥
越
俊
太
郎
さ
ん

さ
ん
が
第
36
回
日
本
高
齢

者
大
会
で
記
念
講
演
。
暴

走
を
続
け
る
安
倍
政
権
を

舌
鋒
鋭
く
批
判
し
ま
し

た
。映

画
「
ロ
ッ
キ
ー
」
の

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
が
流
れ
る

中
、
鳥
越
さ
ん
が
登
場
。

会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

「
憲
法
70

年
未
来
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
題
し
た

都
知
事
選
の
話
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
「
女
性
候
補
が

一
枚
上
だ
っ
た
。
自
民
党

に
挑
む
姿
を
演
じ
切
り
、

浮
動
票
を
持
っ
て
い
っ

た
」
と
語
り
、
「
風
に
流
さ

れ
、
同
調
し
や
す
い
」
日

本
人
の
国
民
性
・
選
挙
風

土
に
や
ん
わ
り
と
警
鐘
を

鳴
ら
し
ま
し
た
。

安
倍
政
権
に
つ
い
て

は
、
破
た
ん
は
明
白
な

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
や
、

数
々
の
国
会
で
の
悪
法
の

強
行
採
決
な
ど
を
例
に
あ

げ
、
危
険
性
を
分
か
り
や

す
く
話
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
「
立
ち
向
か

い
、
国
会
で
改
憲
勢
力
に

３
分
の
２
を
占
め
さ
せ
な

い
た
め
に
は
、
次
の
選
挙

で
も
野
党
共
闘
を
。
反
安

倍
政
権
で
一
致
す
る
な
ら

ば
手
を
つ
な
ぎ
、
〝
こ
の

道
し
か
な
い
〞
と
言
っ
て

い
る
政
権
（
安
倍
政
権
）

と
は
別
の
道
、
平
和
と
民

主
主
義
の
道
を
行
こ
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。

日
本
高
齢
者
大
会
に
９
０
０
０
人
参
加

暴
走
政
治
に
ス
ト
ッ
プ
を

野
党
は
力
を
合
わ
せ
よ
う

高
齢
者
大
会
で
鳥
越
俊
太
郎
さ
ん
講
演

８
月
28
・
29
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
、
第
30
回
日
本
高
齢
者
大

会
（
９
／
10
号
既
報
）
の
分
科
会
に
参
加
し
た
３
名
の
参
加
者
の

感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

来年の沖縄大会成功をめざし歌う参加者
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どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手

帳があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、

お薬を有効に、安全に使用

していただく手助けにな

るのです。

なぎさ薬局
TEL03-5679-7137／ FAX03-5679-7138

スティーブンス・ジョンソン症候群（SJS）

は薬疹の一種です。（前号よりのつづき）

Ｑ：どうすれば防げるのでしょうか？

Ａ：ＳＪＳの発症を防ぐことはできませんが、

早期発見により重症化を防ぐことはできま

す。特に市販薬では、ご自身が早期発見し

なくてはなりません。そのため、以下の初

期症状に注意してください。

高熱、目の充血、めやに、まぶたの腫

れ、唇や陰部のただれ、排尿・排便時の痛

み、のどの痛み、皮膚の広い範囲が赤くな

るなどの症状が続いたり急に悪化する場合

には、直ちに服用を中止して医師や薬剤師

に連絡してください。

特に目の症状が出た場合、全身症状が回

復した後も、視力障害やドライアイなどの

後遺症が残ることがあります。後遺症を防

ぐには、早期の対応がポイントになりま

す。

薬を服用した後に発疹を経験された方

は、多くいらっしゃると思います。医薬品

は病気の治療や予防に有効ですが、体に

とっては異物です。前述の症状に限らず、

薬を服用した際に急な体調の変化がありま

したら、服用を中止しすぐに医師や薬剤師

に連絡してください。

機関誌「いつでも元気」より転載

編
集
後
記

マ
グ
ロ
で
有
名
な
青
森
県
大
間
町
。
現
在

「
大
間
原
発
」
が
建
設
中
で
す
。
福
島
原
発

事
故
の
あ
と
、
政
府
の
新
規
制
基
準
で
工

事
が
中
断
し
て
い
ま
す
。
こ
の
原
発
敷
地

内
の
ど
真
中
に
あ
る
未
買
収
地
に
「
あ
さ

こ
ハ
ウ
ス
」
が
あ
り
ま
す
▼
２
０
０
６
年

に
亡
く
な
っ
た
熊
谷
あ
さ
こ
さ
ん
が
、
原

発
建
設
に
反
対
し
て
、
「
こ
の
豊
か
な
海
と

自
然
を
残
し
た
い
」
と
し
て
、
全
国
の
支

援
者
と
共
に
、
太
陽
光
・
風
力
の
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
た
「
あ
さ
こ
ハ
ウ
ス
」

を
建
て
た
の
で
す
。
炉
心
か
ら
２
５
０

メ
ー
ト
ル
し
か
は
な
れ
て
い
な
い
「
あ
さ

こ
ハ
ウ
ス
」
を
、
現
在
は
娘
の
小
笠
原
厚

子
さ
ん
が
母
の
遺
志
を
継
い
で
守
っ
て
い

ま
す
▼
江
戸
川
健
康
友
の
会
々
員
の
永
井

菊
子
さ
ん
は
「
あ
さ
こ
ハ
ウ
ス
」
を
支
援

し
よ
う
と
、
海
藻
類
を
と
り
よ
せ
て
購
入

を
訴
え
て
い
ま
す
。

（
黒
木
）

天
然
わ
か
め
２
０
０
円

ひ
じ
き
‣ふ
の
リ
‣
根
こ
ん
ぶ
３
０
０
円

○
永
井
菊
子
さ
ん

電
話
・
３
６
５
８
‐
０
８
０
７
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スティーブンス・ジョンソン
症候群とは（下）

江
東
・
足
立
・
港
な
ど
の
参
加
者

と
も
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

《
分
科
会
》
参
加
感
想

た
ま
り
場
・
居
場
所
づ
く
り
の

実
践
交
流

江
戸
川

桜
井
和
代

全
国
各
地
で
実
践
さ
れ
て
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
「
居
場
所
作
り
」
活

動
。
話
が
で
き
る
相
手
が
い
る
。

こ
こ
に
い
て
い
い
と
感
じ
ら
れ
る
。

困
っ
た
時
に
助
け
て
と
言
え
る
…
。

人
が
集
ま
る
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、
な
に
よ
り
楽
し
い
場
所
が

あ
る
と
い
う
こ
と
が
キ
ー
ワ
ー
ド

の
よ
う
で
す
。
確
か
に
、
自
分
が

楽
し
け
れ
ば
、
口
コ
ミ
で
仲
間
を

誘
っ
て
く
る
…
。

た
ま
り
場
に
常
駐
者
が
い
て
定

期
的
に
い
つ
で
も
開
い
て
い
る

（
週
６
日
開
設
17
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
で
対
応
の
所
も
！
）

会
員
の
要
求
に
応
じ
た
様
々
な
メ

ニ
ュ
ー
、
小
中
学
生
の
勉
強
会
、

高
齢
者
と
子
ど
も
の
ふ
れ
あ
い
の

場
所
、
と
な
っ
て
い
る
等
々
興
味

の
あ
る
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。

触
れ
合
え
ば
つ
な
が
る
。
様
々

な
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
自
分

が
主
体
者
に
な
れ
る
。
江
戸
川
健

康
友
の
会
も
様
々
な
サ
ー
ク
ル
メ

ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま
す
。
一
之
江
セ

ン
タ
ー
に
是
非
一
度
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

活
動
の
工
夫
や
つ
な
が
り
で

南
葛
西

黒
木
武
義

「
共
同
組
織
を
強
く
大
き
く
す
る

と
り
く
み
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

仲
間
ふ
や
し
目
標
の
設
定
や
サ
ー

ク
ル
な
ど
、
活
動
の
工
夫
や
つ
な

が
り
を
生
か
し
た
経
験
、
職
員
連

携
、
活
発
な
支
部
活
動
９
本
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

10
数
年
ぶ
り
に
目
標
を
達
成
し

た
足
立
友
の
会
は
、
「
職
員
と
の
共

同
が
課
題
だ
っ
た
」
。
具
体
的
な
行

動
を
計
画
し
、
職
場
に
伝
え
、
職

員
と
一
緒
に
拡
大
活
動
に
と
り
く

み
ま
し
た
。
２
０
１
２
年
か
ら
４

年
連
続
で
目
標
を
達
成
し
た
東
京
・

城
南
保
健
生
協
の
報
告
も
、
会
員

自
身
が
目
標
を
達
成
し
た
こ
と
で

や
り
き
る
機
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。

一
度
成
功
す
る
こ
と
で
「
次
も
が

ん
ば
ろ
う
」
と
好
循
環
が
生
ま
れ
、

連
続
達
成
に
つ
な
が
っ
た
」
と
発

表
者
が
秘
訣
を
強
調
し
ま
し
た
。

神
奈
川
北
央
医
療
生
協
の
「
折

り
紙
教
室
」
は
、
手
や
頭
だ
け
で

な
く
、
口
の
体
操
に
も
な
る
、
と

大
好
評
で
、
仲
間
ふ
や
し
。
「
ど
な

た
で
も
ご
一
緒
に
」
を
合
言
葉
に

花
見
や
月
見
と
い
っ
た
季
節
の
行

事
で
仲
間
を
ふ
や
し
て
い
る
石
川

友
の
会
の
活
動
な
ど
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

認
知
度
が
高
ま
る
友
の
会
に

臨
海
町

森
岡
糸
子

「
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま

ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
」
で
は
友

の
会
活
動
が
地
域
に
認
知
さ
れ
、

地
域
の
役
に
立
ち
、
頼
り
に
さ
れ

て
い
る
経
験
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

石
川
県
の
あ
る
友
の
会
で
は
地

域
サ
ポ
ー
ト
施
設
「
と
も
だ
ち
村
」

を
会
員
の
自
主
運
営
で
月
４
回
開

き
、
お
し
ゃ
べ
り
、
相
談
、
食
事

会
を
開
催
。
サ
ー
ク
ル
活
動
も
活

発
。
た
ま
り
場
と
生
き
が
い
づ
く

り
に
役
立
ち
、
５
軒
に
１
軒
が
友

の
会
の
会
員
で
、
地
域
の
認
知
度

が
高
ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

東
京
の
城
南
保
健
生
協
で
は
診

療
所
の
一
角
を
利
用
し
、
「
よ
ろ
ず

相
談
」
を
行
い
、
年
間
３
０
０
件

の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
、
地
域
の

「
駆
け
込
み
寺
」
に
な
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。
要
求
が
強
ま
り
、
専
門

家
や
元
区
議
・
元
職
員
な
ど
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
月
〜
土
曜
日
開
催
し

て
い
ま
す
。

地
域
へ
の
浸
透
度
は
ま
だ
ま
だ

で
す
が
、
江
戸
川
友
の
会
も
劣
ら

ぬ
活
動
を
し
て
い
る
と
自
信
に
な

り
ま
し
た
。

全
日
本
民
医
連
は
９
月
４
〜
５

日
、
第
13
回
共
同
組
織
活
動
交
流

集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
全
国
各

地
の
健
康
友
の
会
、
医
療
生
協
を

は
じ
め
、
院
所
の
職
員
約
２
０
０

０
人
が
石
川
県
加
賀
市
に
集
ま
り

ま
し
た
。

「
決
め
る
の
は
私
た
ち
、
憲
法
を

い
か
し
平
和
・
人
権
・
環
境
を
守

ろ
う
、
地
域
ま
る
ご
と
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
」

が
テ
ー
マ
。

全
体
集
会
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は

石
川
県
と
輪
島
市
の
無
形
文
化
財

「
御
陣
乗
太
鼓
」
が
登
場
。

基
調
報
告
は
、
参
院
選
で
の
た

た
か
い
を
は
じ
め
、
戦
争
す
る
国

づ
く
り
と
社
会
保
障
の
破
壊
を
ね

ら
う
安
倍
政
権
が
、
沖
縄
・
高
江

ヘ
リ
パ
ッ
ト
建
設
強
行
、
原
発
の

再
稼
働
な
ど
「
か
つ
て
な
い
情
勢

の
中
で
開
催
」
さ
れ
る
こ
と
が
強

調
さ
れ
、
そ
し
て
、
前
回
集
会
か

ら
２
年
間
の
活
動
を
振
り
返
り

「
歴
史
に
残
る
大
き
な
転
換
の
時

代
、
共
同
組
織
の
輪
を
強
め
、
豊

か
な
地
域
と
社
会
を
つ
く
る
主
人

公
に
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
台

風
被
害
カ
ン
パ
も
40
万
円
集
ま
り

ま
し
た
。

江
戸
川
健
康
友
の
会
か
ら
、
３

名
の
代
表
が
参
加
し
ま
し
た
。

地
域
に
ね
ざ
す
共
同
組
織

悩
み
、工
夫
、経
験
を
交
流

全
国
か
ら
２
０
０
０
人
が
参
加

13回共同組織
活動交流集会
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※休診日は日曜・祭日・年末年始
夏休み（８月で一ヶ月前から掲示）です。

新小岩診療所・診療案内
江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内
江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 和泉祐一 松村所長

注②
診療受付
10:30～
12:30
内科診療

関口康宣

第1.3.5
松村所長
第2.4
工藤恵子

午後
14時～16時30分

注①
予約外来
松村所長

注①
予約外来
松村所長

休診
（訪問診察）

注①
予約外来
松村所長

当面休診 休診

夜間
18時～19時30分

休診 松村所長 休診 松村所長 休診 休診

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～
12時30分

田村倫朗
(内科)

田村倫朗
(内科)

佐藤 望
(内科・神経内科)

田村倫朗
(健康診断)

田村倫朗

(内科)
恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)
江花有亮

第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村倫朗
(内科)
福島 琢
(訪問診療)

外来休診

田村倫朗
(訪問診療)

大内修司
(内科・糖尿病)
佐野裕之
(訪問診療)

田村倫朗
(内科)

外来休診

休診田村倫朗
(訪問診療)

夜間
18時～20時

休診
田村倫朗
(内科)

大倉哲朗
(内科外科)

休診
田村倫朗
(内科)

休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村 元田

午後
14時～17時

高野所長 高野所長
訪問診療

高野所長
訪問診療

休診
高野 小川

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
→

セブンイレブン

釣
具
上
州
屋

←公園

葛
西
み
な
み
高
校
入
口

環
七
通
り

環
七
通
り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

↑
バスターミナル

ローソン↓

新小岩駅

↑

新
小
岩
診
療
所

平
和
橋
通
り

新
小
岩
一
丁
目

↓

ル
ミ
エ
ー
ル
商
店
街

松島通り

交
番

パーマ→

今井街道

一之
江駅

浦安方面→

市川方面→

本八
幡方
面→

あ
れ
か
ら
一
年

戦
争
法
強

行
か
ら
一
年
、
９
月
19
日
の
国

会
前
行
動
に
友
の
会
か
ら
17
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
降
り
続
く

雨
に
「
一
年
前
の
こ
の
日
も
雨

だ
っ
た
ね
」
「
そ
う
、
よ
く
覚
え

て
る
よ
」
な
ど
と
言
い
な
が
ら
、

議
事
堂
左
手
前
の
公
園
に
着
き

ま
し
た
。

開
会
前
に

『w
e

shallover
com

e

』
の
歌
が
流
れ
て
い
て
、

決
し
て
あ
き
ら
め
な
い
と
い
う

気
持
ち
が
会
場
に
み
な
ぎ
っ
て

い
ま
し
た
。
ゼ
ッ
ケ
ン
に
は

「
戦
争
法
廃
止
」
、
傘
の
列
が
歩

道
を
埋
め
て
い
き
ま
す
。

開
会

３
時
30
分
、
元
気
な

女
性
の
力
強
い
コ
ー
ル
で
開
会
。

戦
争
す
る
国
絶
対
反
対
！

戦

争
法
は
必
ず
廃
止
！

憲
法
守

ろ
う
命
が
大
事
！

九
条
守
ろ

う
平
和
が
一
番
！

辺
野
古
新

基
地
絶
対
反
対
！
…
。

発
言

岡
田
元
代
表
「
一
年

た
っ
て
も
違
憲
は
違
憲
。
戦
争

法
廃
止
が
国
会
の
仕
事
」
、
志
位

委
員
長
「
参
院
選
11
選
挙
区
当

選
は
野
党
と
市
民
の
勝
利
。
総

選
挙
で
も
共
闘
の
発
展
を
」
、
福

島
副
党
首
「
高
江
は
今
無
法
状

態
。
違
憲
の
法
律
は
廃
止
し
か

な
い
」
、
実
行
委
員
会
「
現
在
全

国
４
百
数
十
か
所
で
行
動
中
」
、

憲
法
共
同
セ
ン
タ
ー
「
昨
年
は

〈
野
党
は
共
闘
〉
今
年
は
〈
本
気

で
共
闘
〉
の
声
を
」
、
元
シ
ー
ル

ズ
「
憲
法
は
ま
だ
死
ん
で
い
な

い
。
ぼ
く
ら
は
あ
き
ら
め
な
い
」

元
自
衛
官
「
南
ス
ー
ダ
ン
は
危

険
。
安
倍
は
辺
野
古
の
こ
と
で

米
と
交
渉
せ
よ
。
平
和
外
交
に

知
恵
を
絞
れ
」
…
。
岩
手
の
木

戸
口
議
員
、
マ
マ
の
会
、
日
弁

連
、
立
憲
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
会

な
ど
の
発
言
も
続
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
そ
う
だ
ッ
！
」

の
声
々
。
傘
を
持
つ
手
で
拍
手

が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
再
び
２
３
０
０
０
人

の
コ
ー
ル
が
響
き
渡
っ
て
５
時

ご
ろ
閉
会
し
ま
し
た
。

決
意
新
た
に

現
在
、
南
ス
ー

ダ
ン
へ
の
自
衛
隊
派
遣
、
辺
野

古
新
基
地
反
対
の
民
意
に
対
す

る
不
当
判
決
、
高
江
ヘ
リ
パ
ッ

ト
基
地
の
工
事
強
行
な
ど
緊
迫

し
た
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

一
年
経
っ
て
今
も
な
お
市
民

の
怒
り
は
持
続
し
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
全
国
的
な
運
動

も
衰
え
て
い
な
い
し
、
み
ん
な

総
選
挙
に
向
け
て
野
党
の
共
闘

を
望
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
日
は

こ
こ
に
確
信
を
も
っ
て
、
ね
ば

り
強
い
新
た
な
た
た
か
い
を
決

意
し
た
全
国
行
動
と
な
り
ま
し

た
。

（
小
林
）

注① 月・火・木の午後は予約外来となっていますが、ご予約のない方も受診
いただけます。（予約優先）

注② 木曜日9:00～10:30は健康診断専用時間です。
内科受診の希望者は10:30～12:30の間にお越しください。

〝
戦
争
す
る
国
〞
絶
対
反
対
！

雨
を
つ
い
て
２
万
３
０
０
０
人
の
大
コ
ー
ル

決意新たに 国会前に立つ


